
平成30年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 環境モデル都市推進課 事業No. 158

事務事業名 エコライフ啓発普及事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続
開始 H21 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 10 豊かな自然と調和し、低炭素なくらしをおくる
   
   

分野別計画
 飯田市環境基本計画（21’いいだ環境プラン）
 第２次飯田市環境モデル都市行動計画
  

法令・例規等
 飯田市環境基本条例
  
  

事業目的
対象 市民、市民団体

意図 市民が飯田市２１世紀環境共生型モデル住宅（エコハウス）の魅力を感じ、エコライフを実践、住宅の省エネルギー化を図る。また
、市民団体が地球温暖化対策に関連した活動に主体的に取り組む。

２ 事業内容

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　日常生活における低炭素活動の普及を図るため、エコハウ
スを運営し、エコカフェ事業、エコライフコーディネーター
による啓発事業などを行いました。
　また、飯田脱炭素社会推進協議会の運営及び支援を行いま
した。

市民向けイベントのコーディネーター経費 89
エコハウスの管理運営 3,055
飯田脱炭素社会推進協議会への補助 10
  
  
  
  
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成28年度
実績

平成29年度
実績

平成30年度
実績

令和元年度
 

令和2年度
 

エコハウス来場者数 人 6,866 6,060 5,234   
エコハウスにおける講座実施回数 回 61 63 62   
エコハウスにおける講座参加者数 人 984 939 852   
エコライフ情報発信回数 回 12 12 12   

       
       
       
       

30年度
決算

(千円)

予算額 3,220 特定財源内訳及び補足事項
決算額 3,154  

財源の
状況

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 0
一般財源 3,154

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 4 1 5 19 9 3,220 3,154 エコライフ啓発普及事業費

2          

3          

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識

・エコハウスの来場者が減少傾向にあるため、指定管理者として生活者視点でエコライフを呼びかけることができる橋南ま
ちづくり委員会と連携を行い、来場者を増加させるための取組が必要です。
・「飯田地球温暖化対策地域協議会」から「飯田脱炭素社会推進協議会」へと名称変更を行い、脱炭素社会の構築に向けて
目的及び意識を新たにした具体的な活動内容を検討する必要があります。

上記の課題解決
のための有効策

・指定管理者との協働によりエコハウスでの実施事業の内容と情報発信を充実させ、来場者の増加に繋げます。
・飯田脱炭素社会推進協議会の活動を充実させ、脱炭素社会の実現に向けた多様な主体による実効的な活動を推進します。

次年度に向けて
の取り組み

・指定管理者と連携し、設置目的である環境活動の拠点とにぎわいの場となるよう、エコハウスの活用方法を検討します。
・飯田脱炭素社会推進協議会の定例会、研修会等の活動を通じて会員相互の情報交換を行い、脱炭素社会の実現に向けて多
様な主体による活動に取り組みます。
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